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 LCT・LCAを用いた環境教育促進団体-elsa-では、東京都市大学等々力中学校・高等学校における土曜理数系プログラム「環境」において環境教育プログラムを継続的に実施しており、今年で3年
目を迎えた。2012年には授業の実施によって排出されるCO2を排出枠（排出権、クレジット）購入し、国が指定する口座へ移転・無効化の手続きによりカーボン・オフセットを実施した。教育機関として

は初めて環境省によるカーボン・オフセット認証を受けた実施事例であり、学校としての取組みをきっかけに学校の構成員の一人である生徒にも周知し意識を広めるなどの努力を進めている。本内容
は、このカーボン・オフセットプロジェクトの実施の概要について報告する。 

  

  

 今後は、取組みの課題として、CO2排出量の推計対象とする活動をライフサイクル思考に基づいてより幅広く設定することが挙げられる。例えば、

①生徒や教職員、来場者のキャンパスまでの移動、②授業の開催に伴って購入された各種の物品の製造や運搬、③国際的なガイドラインに基づい
たSCOPE３などに沿った算定である。より広範囲の算定を基に、様々な活動に本取組みを適用して応用例を増やすことで、CO2排出量の傾向を明
確化することができる。CO2排出のホットスポット（大きな排出源）が特定できれば、大きな潜在的カットオフを防ぐことができると考えるため、今後も
「CO2見える化」の取組みを進めていく。 

  

 カーボン・オフセットとは、日常生活や経済活動において避けることができないCO2等

の温室効果ガスの排出について、まずできるだけ排出量が減るよう削減努力を行い、ど
うしても排出される温室効果ガスについて、排出量に見合った温室効果ガスの削減活動
に投資すること等により、排出される温室効果ガスを埋め合わせるという考え方である。  

参考 環境省：
http://www.env.go.jp/earth/ondanka/mechanism/carbon_offset.html 

 

 カーボン・オフセット認証ラベルとは、カーボン・オフセットの取組が、環境省の定める
カーボン・オフセット制度によるカーボン・オフセット第三者認証基準を満たしていることに
ついて、認証機関が認証し、付与されるラベルである。 

参考 環境省：http://www.jcs.go.jp/about.html 

参考 気候変動対策認証センター： http://www.4cj.org/ 

1.はじめに 

3.カーボン・オフセットとは 

参考.カーボン・オフセット大賞 

6.今後の展望 

 現在、実践している環境教育プログラムでは、ライフサイクル思考（LCT: life cycle thinking）を

導入したプログラムを展開している。このプログラムの目標は、広く環境問題に関する知識を身に付
け、LCTによって環境配慮のためにできることを主体的に考え、実践することができるようにするこ

とである。プロクラムの中でも、知識を蓄えるだけではなく、自ら関連する情報を収集し、議論やレ
ポートの作成を通じて考えを深め、自分の考えをPowerPointによりプレゼンテーションツールを駆
使して発表することを盛り込んでいる。 

 報告するカーボン・オフセットの取組みは、この環境教育プログラムの一環として取り組んでいる。
環境問題を学んだ生徒たちに、実際に環境問題を解決するための試みの一つとして身近な生活か
らの環境負荷、すなわち授業の実施によって温室効果ガスが排出されていることを実感してもらう。
さらにこれをカーボン・オフセットによって相殺することで、「環境負荷削減」の方法が多様にあり、工
夫次第でいろいろな方法で削減することができることを実感してもらうとともに、自分たちでもできる
環境負荷削減に向けた試みを考えるきっかけとすることを目的としたものである。 

2.実施背景 

4.実施内容 

■同校においては、下記３つを実施 

①廃棄物など、ゴミの分別を徹底 

②備品、消耗品等はグリーン調達を推奨 

③制服リユースの検討 

 

 また、カーボン・オフセットの対象算定範囲内においては、
下記3つを実施。 

①校舎内では無駄な電気を消すことを習慣づけ、新校舎 

  においては人感センターで消し忘れの防止を徹底 

②クールビズやウォームビズを推進して空調温度を調整 

③トイレや手洗い場での節水の徹底 

Step1  

知る 

Step2 

減らす 
Step3 

カーボン・オフセット 

■算定対象の範囲 

「敷地内すべての校舎利用に伴うエネルギー利用」 

■CO2排出量の算定結果 

 22.10t-CO2 

■Step1の算定結果に基づき、23t-CO2のクレジットを
購入し、カーボン・オフセットを実施 

オフセットには、下記３種類の排出権（クレジット）を活用 

 

【J-VERクレジット（森林保全に貢献）】 
・北海道広尾町有林における森林吸収プロジェクト 

   ～サンタの森づくりプロジェクト～ 

 

・岩手県県有林における森林吸収量取引プロジェクト 

 

【CERクレジット（途上国の生活レベル向上に貢献）】
（ゴールドスタンダード） 
・4.5 MW Biomass (low density Crop Residues) 

based Power Generation unit of Malavalli Power 

Plant Pvt.,Ltd. 
■算定方法 

「エネルギー利用に伴う電気・ガス・水道利用
実績から算定」 
（2011年4月～2012年3月の実績から推定） 

参照：東京都市大学等々力中学校・高等学校 敷地マップ 

    http://www.tcu-todoroki.ed.jp/facility/index.html 

学校の取組 

第三者による取組の証明 

認証番号： CO2-0013 

取得者名：東京都市大学等々力中学校・高等学校 

参考URL：www.jcs.go.jp 

認証期間： 2012年10月1日-2013年9月30日 

elsaの環境プログラムによる 

「当事者意識の形成」と「理解促進」 

Step４ 

環境教育 

 

 これまで日本国内で行われているカーボン・オフセットの取組みは、関連する各省庁より、多く報告されている。しかし、事業活動やイベントの開催、
製品・サービスをカーボン・オフセットすることにとどまり、その意義・仕組み・実施・効果を一連のプロセスで理解することはできない。本取組みでは、
ライフサイクル思考に基づいた環境教育プログラムの一環で、「環境負荷を直接的に削減しようとしても限界があることを理解しつつ、現時点で削減
を諦めるより間接的に環境負荷を相殺し、総量を軽減していくことが可能である」ということを、カーボン・オフセットを一例に「気づき」を与えた。 

 カーボン・オフセットにおいては、情報提供の方法次第で、グリーンウォッシュ（過大誇張）になる危険性があり、「取組む側の正しい理解」と「詳細
な情報発信」が求められている。そのため、組織内の教育は不可欠である。授業の中でカーボン・オフセットの理解を促した本取組みは、教育機関
のみならず、企業の社員研修にも応用ができ、社内の意思統一や社外へのコミュニケーションとして参考になるモデル事例であるといえる。 

5.環境教育への展開 

 本取組みは、第2回カーボン・オフセット
大賞 ［主催：カーボン・オフセット推進ネッ
トワーク（CO-Net）事務局］において有識

者による厳正なる審査の結果、「奨励賞」
に選定されました。関係する皆様に心より
感謝申し上げます。 


